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令和８年7月9日小牧市ICT推進委員会資料

「次期学習指導要領改訂を見据えたICT環境整備」



Background
• 専門分野：技術教育学 博士（学校教育）
• 技術教育におけるCreative learning，技術教材開発etc

※文部科学大臣表彰科学技術賞(2015)etc

• 教育学部・前学部長・研究科長

• 日本産業技術教育学会・前会長

• NHK高専ロボコン審査委員長／NHK Eテレ番組委員

• 技術のおもしろ教材集：技術ドットコム運営

• 中学校技術系部活動支援法人Nagano Tech Style Lab代表

https://mura-lab.info/main/
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次期学習指導要領を見据えた対応

• 情報活用能力の抜本的改善への対応

（主に小学校総合と中学校技術）

• デジタル学習基盤のさらなる充実・活用

• メディアリテラシーへの対応

• デジタル教科書への対応
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文科省(2025)中央教育審議会教育課程特別部会・論点整理
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文科省(2025)中央教育審議会教育課程特別部会・論点整理



文科省(2025)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報・技術ワーキンググループ第4回資料
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文科省(2025)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報・技術ワーキンググループ第9回資料
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文科省(2025)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報・技術ワーキンググループ第１１回資料
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文科省(2025)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報・技術ワーキンググループ第6回資料
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文科省(2025)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報・技術ワーキンググループ第9回資料
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文科省(2025)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報・技術ワーキンググループ第１１回資料



文科省(2025)中央教育審議会教育課程特別部会・論点整理



文科省(2025)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報・技術ワーキンググループ第11回資料



※文科省(2026)教育課程特別部会論点整理：概要版



高次の資質・能力とは？
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段階 生徒の姿 具体例

個別の知識・技能 一つ一つの知識や操作を知っている
グラフを作れる。プログラムを書ける。センサー
を使える。著作権や個人情報の注意点を知ってい
る。

統合的理解
それらがなぜ必要で、どのように関係
しているか分かる

「データを集めるだけでは不十分で、目的に合っ
た整理・分析が必要」「AIの出力は便利だが、根
拠や偏りを確認する必要がある」と分かる。

総合的発揮
実際の課題に合わせて、複数の知識・
技能を組み合わせて使える

学校案内アプリを作る際、利用者の困りごとを調
べ、データを整理し、見やすいUIを設計し、著作
権や個人情報にも配慮して改善する。

高次の資質・能力
統合的理解を基に、未知の問題にも応
用し、判断・改善・価値創造につなげ
られる

新しい社会的課題に対して、「どの情報を集める
か」「どの技術を使うか」「リスクは何か」「ど
う改善するか」を自分で判断できる。

統合的理解＝つながりが分かる
総合的発揮＝組み合わせて使える
高次の資質・能力＝つながりを分かって、未知の課題に使える力
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観点 見方・考え方 高次の資質・能力 授業での現れ

位置付け
問題をどのような視点で捉え、
どのように考えるかという思
考のレンズ

見方・考え方を働かせながら、
内容項目ごとに育つ統合的理解
と総合的発揮

生徒が「何を根拠に判断するか」
「どの条件を重視するか」を考える。

役割
資質・能力の育成を方向付け
る

学んだ知識・技能を関連付け、
生活や社会の課題解決に活用で
きる力として具体化する

データの信頼性、利用者のニーズ、
安全性、社会的影響を踏まえて解決
策を改善する。

学習過程との関係
学習過程の各場面で働かせる
視点・考え方

学習過程を通して、構想・制
作・実装・評価・改善へと発揮
される力

仕組みを理解し、課題を設定し、
解決策を構想し、制作・実装し、
評価・改善する中で働く。

評価可能な姿
判断の視点、理由付け、比
較・吟味の仕方として表れる

成果物、説明、改善案、判断、
振り返りとして表れる

「このAIの出力は便利だが、根拠が
不明なので別資料で確認する」
「この構造は軽いが強度が不足する
ので補強する」など。

見方・考え方は、問題を捉え判断するための視点や考え方、
高次の資質・能力は、その見方・考え方を働かせながら、知識・技能を統
合して実際の課題解決や価値創造に発揮できる力

見方・考え方と高次の資質・能力の関係は？



文科省(2025)中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会情報・技術ワーキンググループ第9回資料
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デジタルファブリケーションと技術科教育
• 教材基準に３Dプリンタなど

引用：文部科学省(2019)
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ファブスペースの整備
文部科学省初等中等教育局事務連絡（令和4年12月19日)  
「GIGA スクール構想に基づく１人１台端末環境下でのコンピュータ教室の在り方
について」

（１）１人１台端末環境等の整備に伴い、コンピュータ教室につい
ては、（中略）高機能化や他の学習空間との有機的な連携・分担
を図りながら、個人やグループでの活動が可能な自由度の高い空
間とすることが望ましい。
（２）情報機器や情報ネットワークの将来の更新、増設等も考慮し、
コンピュータ等の情報機器、机、無線LANやコンセント等を利用
しやすいよう配置することのできる面積、形状等とすることが重
要である。（中略）図書館等と連携し、学習・情報センターと
しての機能を持たせた計画とすることも有効である。
（３）教材・教具、消耗品等の収納、教員によるプログラム作成等
のための準備室を確保することが重要である。また、教室内に児
童（生徒）等のプログラム作成、情報に関する資料等の閲覧など
のための空間を設けることが望ましい。
（４）コンピュータ教室は、ICTに対応した他の学習関係諸室等と
の役割分担を明確にし、相互の密接な連携に留意して計画するこ
とが重要である。

引用：文部科学省(2022)
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ファブスペースの整備

３．その他

• （中略）。１人１台端末環境下で学ぶ中で更に発展的に学習に取り
組む意欲を持った児童に対応するため、コンピュータ教室に高性能
な端末を用意しておくことも考えられます。

• （中略）全ての学校段階において、探究・ＳＴＥＡＭ・起業家教育
等の抜本強化を図る」とされています（別添５）。こうした中、小
・中・高等学校を通じて、教育課程の内外においてSTEAM 教育な
どを積極的に推進していく上でも、コンピュータ教室を発展的に充
実させる形で、いわゆるファブスペースなどを整備することも考え
られます。

引用：文部科学省(2022)
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STEAM Labの整備・活用

• 戸田市（インテル社と連携しSTEAMLab設置）

• 戸田東中学校事例

• 全学年でSTEAM教育の視点に立ったPBLに取り組んでいる
。STEAM LabはICTの知の拠点。新しいチャレンジに子
供はわくわくしながらクリエイティブな活動に没頭している
。教員の手を借りず、動画編集やイラスト、造形、3Dモデ
リング等に取り組んでおり、部活動でもフル活用

引用：教育課程新聞 (2022)
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STEAM Labの整備・活用
• 久喜市戸田市の事例（インテル社と連携しSTEAMLab設置）
• 久喜中学校事例
• １年生 総合「ともに生きる~ユニバーサル·デザイン」
• ユニバーサル·デザインの視点で久喜中学校の校舎を捉え、課題を見出し、解決策
を考察·構想。実現可能性の高いものについては実物や模型を製作。

引用：Intel(2022) STEAM Lab の実証研究
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